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２
０
２
０
年
初
頭
に
中
国
の
武
漢
地
区
な
ど
で

流
行
が
始
ま
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
２
０
２
０
年
３
月
１１
日
に
世
界
保
健
機
関

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
」が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
と
宣
言
す
る

と
と
も
に
、
世
界
的
な
大
流
行
に
な
っ
て
い
る
と

の
認
識
を
示
し
、
各
国
で
の
対
策
強
化
を
訴
え
ま

し
た
。

　
北
海
道
で
は
２
月
２８
日
に
、
既
に
６０
人
以
上
の

感
染
者
が
発
生
し
て
お
り
、
鈴
木
知
事
が
法
的
根

拠
は
な
い
も
の
の「
緊
急
事
態
宣
言
」を
発
出
、
道

民
へ
特
に
週
末
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
呼
び
か

け
、
ま
た
、
小
中
高
校
が
一
斉
休
校
と
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
北
海
道
で
は
感
染
者
の
急
激
な
増
加

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
日
本
国
内
で
の

発
生
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
特
に
首
都
圏

や
関
西
圏
な
ど
大
都
市
で
の
感
染
の
広
が
り
が
急

激
に
拡
大
、
医
療
崩
壊
な
ど
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る

状
態
に
ま
で
深
刻
化
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
地
域
経
済
へ
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
特
に
当
町
観
光
業
な
ど
移
動
が
制
限
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
打
撃
は
必
至
で
あ
り
、
き
び
し
い
事

態
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
に
は
内
閣
総
理
大
臣
が
「
全
国
的
か

つ
急
速
な
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
生
活
、
国
民
経
済

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
」と
し
て
、

東
京
都
な
ど
、
７
都
府
県
の
国
民
に
対
し
て
「
緊

急
事
態
宣
言
」を
発
出
。４
月
１６
日
に
は
、
全
国
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。再
び
感
染
者
の
増
加
傾
向
に

な
っ
た
北
海
道
な
ど
６
道
府
県
は
、
特
定
警
戒
地

域
に
追
加
さ
れ
、
北
海
道
で
は
小
中
高
校
が
２
度

目
の
一
斉
休
校
と
な
り
、
外
出
や
イ
ベ
ン
ト
の
自

粛
、
時
差
出
勤
や
店
舗
の
営
業
自
粛
な
ど
を
呼
び

か
け
る
自
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
、
特
に
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
外
国

人
観
光
客
が
多
く
を
占
め
、
地
域
経
済
の
一
端
を

担
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
面
か

ら
の
感
染
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
２１
日
現

在
、感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
な

が
ら
、
事
前
に
同
感
染
症
の
発
生
を
予
防
す
る
と

と
も
に
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た

十
分
な
対
策
を
整
備
し
、
町
民
生
活
の
安
全
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、濃
厚
接
触
を
避
け
、集
団

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、「
密
閉
」「
密
集
」「
密
接
」

の
３
密
を
避
け
、感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、個
人
と
し
て
対
応
で
き
る
、「
手
洗
い
」「
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
に
行
う

こ
と
で
、
感
染
の
拡
大
予
防
を
図
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
様
に
ひ
っ
迫
し
た
経
済
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
き
と
同
調

し
つ
つ
、町
と
し
て
の
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
、

喫
緊
の
金
融
政
策
な
ど
現
時
点
で
で
き
る
こ
と
は

す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
で
適
切
に
進
め
て
き
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
一
日
も
早
い
感
染
症

克
服
と
な
る
よ
う
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
町
で
は
同
感
染

症
対
策
本
部
会
議
を
設
置

し
、感
染
症
予
防・拡
大
防

止
や
生
活
相
談
、
緊
急
経

済
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。最
新
情
報
は
３

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
注
意
！

【感染が疑われたらまずは相談を】
厚生労働省電話相談窓口

フリーダイヤル0120－565653
北海道釧路総合振興局釧路保健所

☎0154－65－5811
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　新型コロナウィルスなどの感染症に感染した方やその疑いがある方などがご家庭にいらっしゃる場合、鼻

水等が付着したマスクやティッシュ等のごみを捨てる際は、 「ごみに直接触れない」、 「ごみ袋はしっかりし

ばって封をする」そして「ごみを捨てた後は手を洗う」ことを心がけてください。

新型コロナウイルスなどの
感染症対策としてのご家庭での

マスク等の捨て方

◦資金繰り支援・持続化給付金（金融等相談・貸付、無利子・無担保融資など）
　□問い合わせ先／経済産業省中小企業 金融・給付金相談窓口

　受付時間：9時00分～17時00分（土日・祝日を含む）　☎0570-783183
◦経営に関する支援（総合的な相談・観光関連・各種補助、持続化補助）
　□問い合わせ先／北海道経済部地域経済局中小企業課

☎011-204-5346または011-231-4111（内線26-365）
◦雇用に関する相談（相談窓口・雇用調整助成金・小学校休業等対応助成金・支援金・時間外労働等改善助成金）
　□問い合わせ先／学校等休業助成金・支援金、雇用調整助成金、個人向け緊急小口資金相談コールセンター

　受付時間 9：00～21：00（土日・祝日含む）　☎0120－60－3999

◦北海道労働相談ホットライン
　□問い合わせ先／月曜日から金曜日まで17時～20時、土曜日は、13時～16時　フリーダイヤル0120‐81‐6105
◦北海道労働局特別労働相談窓口
　□問い合わせ先／厚生労働省北海道労働局雇用環境・均等部　指導課内　☎011-707-2700
◦勤労者向け融資制度「勤労者福祉資金」
　□問い合わせ先／釧路総合振興局商工労働観光課　☎0154-43-9182

◦北海道行政書士会　☎011-221-1221

◦�町融資の拡充（利子の軽減、保証料の補給、据
置期間２年間、運転資金融資上限額の増）
◦持続化支援補助金（環境整備への8割補助）
　□問い合わせ先／弟子屈町商工会

　☎482-2256

◦�生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付
　□問い合わせ先／弟子屈町社会福祉協議会

☎482-1054

国・北海道の経済対策

労働者向け

その他

弟子屈町緊急経済対策 生活支援

令和２年４月17日

「新型コロナウイルス感染症」感染拡大防止のための「北海道」における緊急事態措置
区域　北海道内全域　　　期間　令和２年４月17日㈮～５月６日㈬

実施内容　�新型インフルエンザ等対策特別措置法第45条「感染を防止するための協力要請」及び第24条「都道府県
対策本部長の権限」により、新型コロナウイルス感染症のまん延防止に向け、以下の対応を実施する。

北海道

１．感染防止の徹底
　手洗いの励行、咳エチケット
の徹底を強くお願いします。

２．外出自粛の要請等
　生活の維持に必要な場合を除
き、外出を自粛してください。
　札幌市と他地域との不要不急
の行き来をさけま
しょう。
　時差出勤、３つの
密の回避、テレワー
クの活用促進など。

３．�施設の使用停止・催物(イ
ベント)の開催停止(自
粛)の要請(協力依頼)

　密集状態等が発生する恐れ
のある催物（イ
ベント）やパー
ティー等の開催
自粛をお願いし
ます。

４．�「北海道ソーシャルディ
スタンシング」の促進
　人と人との物理的な距離（互
いに手を伸
ばしても届
かない距離）
を保つ取組。


